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第 8章  当ン 早́ (1)

夜が近づく頃、我々は離陸に備えて宇宙船の最終チェックが終わったばか り
の飛行場に至1着 した。あらゆる点か らしてこれは新型の宇宙船であり、月面か
らここに我々を乗せてきたものよりはるかに大きい。我々の感嘆に応えてホス
トは今回がその処女飛行であることを告げた。内部に入ると、それは科学研究
所をも備えた豪華な宮殿 というべ きものであった。
この宇宙船は火星の最新の技術に沿って造 られたものである。これ もまた、
二重の船体構造をしてお り、槍の穂先のよ うな機首を持ち、自動的に、乗員に
とつて最も快適な圧力 と温度に船内の空気を保つ空調システムが備えられてい
る.

我 々のホス トの他に 2名の科学者がこの金星への旅行に同乗 している。この
宇宙船の乗員数はこの 2名の科学者 を含め 60人 である。
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でいないだろ うと主張 してきた惑星に向けて、なお も宇宙を進んで行こ うとし
ているのである。

多〈の高賓が飛行場にいて旅行の成功を願 って くれた。
離陸は滑 らかで音もしなかったため、我々は地表を離れよ うとしてぃるとは
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からだ。

彼等がこれを行 う様子は奇妙である。宇宙船の装置パネルには小さなスクリ

ーンがあり、目指す惑星の光が焦点 を合わせ られている。この装置の詳細につ

いては我 々には分からないが、原理は天文学者が望遠鏡の ミラーの焦点に像を

得るのに似ている。スクリーンに惑星の焦点が完全に合わせ られると、操縦士

の一人がボタンを押す。そして宇宙船は確実に望む方向にむけて光の航路に乗

るのである。

我 々のホス トは、一端これが確立すれば実際その光によって宇宙船が引き寄
せ られるため 、いかなる外部の妨害 も宇宙船のコースを変化 させることはない

と説明する。

この説明は我々には反対のように感 じられた。我々はこれまで惑星は光を反

射するのであ り、自ら輝 くのではないと教えられてきたことからすれば、その

光は惑星か ら遠ざかるべきものである。しか し、我々は惑星の光によって引き

込まれているという。

我 々の困惑に気付いて、彼はこ う続けた。「その光は惑星か ら宇宙に向けて
離れ去るという物ではな く、宇宙か らその惑星に向かってやってくるものです。
おわか りのように太陽は太陽系の中心にあ り、全ての惑星はそれぞれの軌道で

太陽の回りを回転 しています。皆 さんが光 と呼んでるものは太陽からの放射で
す し、実際、太陽か らその惑星へ向かつて進むものです。しか し、惑星からの

反射光は短い寿命 しかあ りません。宇宙を遥か彼方まで突き進むことはあ りま
せん。惑星の大気圏内で実際、消失 しまうのです J
「それでは、何故その望遠鏡は惑星からの直接の光 を捕 らえるようになるの
で しょうか Jと ジョーンス トン博士が尋ねた。
「それは幻影を捕 らえているに過 ぎません Jと 我々の友人が答えた。「望遠
鏡 というものは皆、イメージを投影するものです。惑星は光源を持たないため、
光を発することはできませんが、光 と呼ぶ太陽の放射によって照らし出されま
す。この理由のために惑星や星に用いる同 じ装置を太陽について用いることは
できません。投影されたイメージは言わば冷たい、あるいは陰の光ですが、直
接の放射は熱 い、陽の光です。しか し、全ての光は電気的な力、エネルギーな
のです J
「もう宇宙船が実際、太陽から惑星に向かって絶えず発 している光や放射に
よつて引っ張 られ、あるいは押 し出される様子がおわか りで しょう。こ うして
地球人がいう光の速度で飛行するのです。でも私達はそれを太陽の放射光のス
ピー ドと表現 しますが ……J

火星から 100oマ イルの所で、我々は様々な大きさの流星雨に突入 した。
これに対 し我 々は何 ら恐れもなく、心ゆくまで楽 しむことができた。何故なら
この宇宙船は宇宙空間に 500マ イルにも拡がる反射力を備えてお り、危険な
衝突から我 々を守ることを知っているからである。
しか し、 500マ イルは相当な距離であ り、ボブは何故宇宙船からそのよう
にパワーを伸はすことが必要なのかを知 りたかった。

宇宙船の科学者の一メ、がボブの質問に答 えた。「流星lま 非常な高速で進むた
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め 、宇宙船から遠 くに反 らせておかないと、私達が気付 く前に迫 ってきて しま
うのです。それにも係わらず時にはこの防御壁の外側 を通過 してきて しまう大
きな流星もあ ります。この流星雨を通過する間我 々はスクリーンを注視 して、
こちらに向かい続けている流星を見つけた場合にも、船体の中間壁にある巨大
な防御パワーを起動 させることができるようにしてぃます。その影響範囲は 200マ イルまで しか広が りませんが、強力なためこれ までいかなる流星 もそれ
を通過 したことはぁ りません。私達が最初に惑星間飛行を試みた時、宇宙船は
単一の隔壁を持つだけで したが、強 い流星の衝突によ り、その多くを失いまし
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ようにな りました。この他にも地球 とその月、月 と火星の間にも大規模な流星
群がありますが、火星 と他の惑星の間の ものは他に比べ遥かに密度が高く、大
きな流星群です J

「流星群について言えば、私達の記録の館には、或る流星の記載があ り、そ
れによれはそれは宇宙空間を落下するにつれてt中 立域に近い磁場に捕 らえら
れ 、そこで重力の境界線の外側で円を描いて回転するようになったとされてい
ます。耐えざる運動のためそれは非常に熱 くなって太陽とな り、今もなお我々
の太陽系の大陽 として役割を果た してぃます。記録によれば、これは 3億 年前
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からは、他の惑星の科学者たちは 、他の
太陽 もこのように現れるのかと興味を持つようにな りました J
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我々は今や、金星への中間点に達 し、非常にたくさんの流星に遭遇 してぃるため 、それ らは我々の進路を照 らすかのようでぁる。それ らは様々な色をしてお り、いろいろな種類の花火にとて もよく似ている。あるものは他の物の輝き
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我 々の心の中の疑間に気付いて 、その科学者はそれは我々がダゥンフォースと呼ぶようなものによって動いているス
ー度 、流星が反発の壁に当ると、それ:主
ち始めるのである。しか し、我々が 5C
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彼は我々にこう言 う。「流星の中には火星に150o万 トンもの重量で落ちたことがあります。全ての流星は他の鉱物F・7様に多くの部分が鉄から成り立っ
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てお り、私達火星人は非常に強力な電磁石を持つていますので、それ らを地中

か ら直接引き上げて、その組成を調べるため切 り出すことができます。これら
流星の中には内部に非常に硬い結晶を持っているために、切断できないことも
あ ります。ある時は特別大きな流星が私達の惑星に衝突 しましたが、その巨大
な大 きさと衝突力のために、20年 間は地下から取 り出そ うとは しませんでし
た。その間の歳月にもかかわらず 、私達がそれを切 り出した時、その中心部は
まだ熱かったのです 。切断する際私達が幸運だったのは、内部の結晶の塊 をは
ず したことです。さもなければ半分 も切 り開くことはできなかったで しょうJ
我 々は 900万 マイルの幅を持つ火星と金星の境 目を通過 していたが、この宇
宙船に乗っていると非常に滑 らかで、知 らされるまではそのことに気付かなか
つた。
「さあ、私達は金星から2000万 マイル内に来ています し、この惑星を取
り囲む厚い大気圏に入ろうとする所です。これはほとんどがチ リの粒子から成
るある種の雲の堤の様な ものです。現在の私達のスピー ドで航行するには、そ
の粒子 も実際、宇宙船を摩耗させ る為、これに対 しても私達は例の反発力を用
いなければな りません Jと 科学者が説明する。「この雲は金星の衛星によって
作 り出されますが、その衛星は地球の月に似たものではあ りません。強烈な砂
嵐がその衛星に絶えず吹き付けていますので、幅 50万マイルに渡って惑星の
周囲にチ リの帯を作 り出 しているのです。それはある部分を取 り巻くという皆
さんの言 う言葉上の意味での帯ではありません。その厚みのゆえに言ったまで
て、それは惑星全体を被つていて太陽からの衝撃による強烈な熱から保護 して
います。金星は太陽に近いからです。

我 々はようや く雲か ら抜け出て 、完全に金星をこの 日で見ることができる。
ここから見るその大気はとても透き通つているが、相当の湿気がありそ うだ。
測定装置はかな りな量の水分を示 している。ホコリの雲の全域はそれ以上であ
る。我々にはそれがホコリというよ りは霧のように見えた。我々は惑星から離
れた霧や杢分

の存在が随分と離れた ところにあるように思えたが、科学者が言
うには、そうではなく他の太陽系の惑星 もそのように離れたところに同様の層
を持 っているという。しか し、この太陽系の中ではこのような防御シール ドを
持っているのは金星と水星のみであ り、それ らもそれぞれの密度は異なってい
るとのことである。

我 々は金星に近づきつつあ り、測定装置は大量の水分の存在を示 し続けてい
る。その田園地帯はみずみず しい緑で被われ 、この惑星における大量の水の存
在を示 している。一方 、上空 100oフ ィー トを旋回しながら見る都市は真実
とい うよりは御伽の国に近い。火星人のホス トは我々にここは金星の首都であ
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は地上から少 しの間着陸を延ばすよう信号を受けた。この様な雨は科学者によ
れば定期的な現象であるようで、一年の内の季節によっては 一日に 3回程この
様な豪雨になるものの、それ も非常に短い問だけであるという。
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もう雨がやみ、我々は着陸するよう信号を受けた。飛行場には大型の宇宙船

がた くさん有 り、2機 を除いてその全てが金星の ものであった。その内の 1機
は木星の記章があり、他の 1機は土星の絵が描かれていた。
過去何世紀 もの間で、初めて金星の土を踏む地球人の我 々を迎えるため 、多

くの人々が空港に集まっている。宇宙船の ドアが開くと、彼等の歓声が上がっ

た。我 々のホス トが我 々を先導 して外に向かった。宇宙船の ドアの所で、彼は

金星の科学者 と会い、両者は握手をして挨拶すると我々を紹介 した。

ジ ョンス トーン博士が地球の科学者と紹介 され、大 きな花東が手渡された。

金星の科学者からの贈 り物である。花の香 りは心を沸き立たせるものがあ り、

花弁は真珠色の織物のように繊細である。

外での最初の呼吸は空気が希薄なため何処 となく違和感があったが、我々は

す ぐに馴‖らすことができたので、今は楽に呼吸できる。

我々の関心はその王国の花 と同様に、我々を取 り巻 くその容貌があまりに美
しく繊細な人 々に向かつた。彼等は我々を直ちに見通す様で、我々の心 を実際
に読むことができるようである。我々はこれまで彼等がテレパシーの分野の達

人であると聞かされてきたので、我 々は自分の想念に注意 しなければならなく
なるだろう。

女性達は天女の様であ り、彼女等の美 しさを語る言葉を知 らない。男性達は
心や体の敏捷 さを表すかの様に晴れやかである。子供達は朗 らかで、自由であ

り、天使を連想させる。どうや ら我々はこれ らの人々からや って来る優 しさと

くつろぎのフィー リングに巻き込 まれたようである。

大気は全体にプリズムの様な光線が しみわた り、建物でさえそうした反射光
を放つている。

1台 の荘厳な乗 り物がこちらに向かって来て、停止すると3人の男が外に出
てきて我々に挨拶 した。火星人のホス トが彼等を我々にそれぞれ金星 、土星そ
して木星の指導者であると紹介 し、こう付け加えた。「これ らの惑星では、火
星がそうであるように州や国とい うような区切 りはあ りません。それぞれの惑
星には一人の選ばれた指導者がいて、人々の代議員から成る議会によって補佐
されています。ここでもまた、指導者は自らの地位を名誉 として、また創造主
の意思に沿つて、人々に奉仕することを自らの特権 と見なしているのです J
この人達の心からの歓迎によって、我々は異星人ではなく互いにいつ も知 り
合っているそれ以上の間柄であるように感 じることができた。
招 きに応 してその乗 り物に乗 り込むと、その内部は豪華で居心地のよいこと
に気付いた。それは火星での物 とほぼ同様な機構で動 くように見える。随員が
後ろのコンパー トメントを開けて我 々に飲み物を出 してくれた。ジョンス トー
ン博士が「地球の健全さのために Jを 祈念 した乾杯を提案 した。もし地球人が
我々が目撃 したこのような素晴らしい事柄を体験することができるとすれば、
それは非常に価値のあることであ り、それは当を得た提案であった。

(つ づく )
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